
（別紙）高等学校用

学校番号
分

校

単位数

類型

地域資源
活用
(3)

地学
基礎
(2)

森林
科学
（3）

数学
特講
(3)

総合
実習
(6)

授業４＋２
編成
3分割

ホ
ー

ム
ル
ー

ム

(

1

)

森林
経営
(2)

地域資源
活用
(4)

英語
講読
（2）

英コ
ミュⅡ
(2)

森林探究コースの数学特講、英語コミュニケーションⅡ、
論理・表現Ⅱ２分割は、系属高校化学力向上対策として設
定する。

数学特講は数学科の学校設定科目とする。
英語講読・課題英語は英語科の学校設定科目とする。
文章表現は国語科の学校設定科目とする。
理科特講は理科の学校設定科目とする。
PC木材加工は京都フォレスト科の学校設定科目とする。

総合的な探究の時間は課題研究(２)をもって代替する。

数学
特講
(3)

文章
表現
（2）

英コ
ミュⅡ
(2)

論理
表現Ⅱ
（2）

PC
木材
加工
(2)

課
題
研
究
(2)
3
分
割

課題
英語
(2)

森林
科学
(3)

論理
表現Ⅱ
（2）

理科
特講
(3)

3

森林
探究

論理
国語
(2)

体育
(2)
3講座

歴史
総合
(2)

森林
活用

論理
国語
(2)

歴史
総合
(2)

数学Ａ３分割は、系属高校化学力向上対策として設定す
る。
森林探究コースの英語コミュニケーションⅡ、論理・表現Ⅰ２
分割は、系属高校化学力向上対策として設定する。
森林探究コースの物理基礎は、系属高校化学力向上対
策として設定する。

インテリアデザインは京都フォレスト科の学校設定科目と
する。
ログハウス基礎は京都フォレスト科の学校設定科目とす
る。

総合的な探究の時間は課題研究(1)をもって代替する。

数学
Ａ
(3)

英コ
ミュⅡ
(2)

論理
表現Ⅰ
（2）

森林
活用

論理
国語
(2)

公共
(2)

家庭
基礎
(2)

数学
Ａ
(3)

森林経営
(3)

林産物
利用
(2)

課
題
研
究
(1)
3
分
割

物理
基礎
(2)

論理
表現Ⅰ
（2）

ｲﾝﾃﾘｱ
ﾃﾞｻﾞｲﾝ
(2)

林産物
利用
(2)

総
合
実
習
(2)
3
分
割

ホ
ー

ム
ル
ー

ム

(

1

)

測量
(2)

ﾛｸﾞﾊｳｽ
基礎
(3)

保
健
(1)
ｸ
ﾗ
ｽ

家庭
基礎
(2)

数学
Ａ
(3)

英コ
ミュⅡ
(2)

論理
表現Ⅰ
（2）

2

森林
探究

論理
国語
(2)

公共
(2)

化学
基礎
(2)

体育
(3)
3講座

化学
基礎
(2)

森林
活用

現代の
国語
(2)

言語
文化
(2)

地理
総合
(2)

数学
Ⅰ
(3)

生物
基礎
(2)

ホ
ー

ム
ル
ー

ム

(

1

)

農業と
環境
(2)

農業と
情報
(2)

測量
(4)

数学Ⅰ３分割は、系属高校化学力向上対策として設定す
る。

保
健
(1)
ｸ
ﾗ
ｽ

工芸Ⅰ
(2)

英語
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ

(4)

農業と
環境
(2)

農業と
情報
(2)

測量
(4)

工芸Ⅰ
(2)

英語
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ

(4)

25 30

1

森林
探究

現代の
国語
(2)

言語
文化
(2)

地理
総合
(2)

数学
Ⅰ
(3)

生物
基礎
(2)

体育
(3)
5講座

京都フォレスト科(農業科) 110
学校

（一覧図）

年次 備　　考
5 10 15 20

高等学校名 分校 課　程 学　科

令和７年度入学生用教育課程一覧図（京都フォレスト科） 北桑田
高等

全日制



学校番号
分

校

単位数

類型

情報Ⅰ
(2)

TT
1単位分

家庭
基礎
(2)

家庭
基礎
(2)

日本史探究
(4)

公共
特講
(2) 文学

国語
(2)

物理(4)

生　物(4)

論理・
表現Ⅱ

(2)

数
学
Ｃ
(1)

発
展
理
科
(1)

英語ｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝⅠ

(3)
習熟度

論理
表現Ⅰ

(2)
習熟度

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
Ⅲ
(4)

健
康
運
動
(2)

林
産
ﾃﾞ
ｻﾞ
ｲ
ﾝ
(2)

論理・
表現Ⅲ

(2)

数学
特講
(2)

数学Ⅲ
(3)

政治
経済
（2）

公共
特講
（2）

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
Ⅲ
(5)

論理・
表現Ⅲ

(2)

化学
(2)

生　物(4)

スポー
ツ

探究
（2）

生活と福祉
(3)

フード
デザイン

(3)

数学
特講
(2)

数
学
Ｂ
(1)

数
学
Ｃ
(1)

里
地
里
山
環
境
理
解
Ⅲ
（1)

ホ
ー

ム
ル
ー

ム

(

1

)

生物・物理の選択は、第２学年で生物基礎・物理基礎
をそれぞれ履修した者に限る。
化学・文学国語については第２学年で履修した者に
限る。

数学特講は、数学科の学校設定科目とする。
発展理科は、理科の学校設定科目とする。
公共特講は、公民科の学校設定科目とする。
健康運動・スポーツ探究は、保健体育科の学校設定
科目とする。
林産デザインは、芸術科の学校設定科目とし、系属
高校化に伴う新設科目でTT〔Ｔ１：:芸術科、Ｔ2：農業
科〕で実施する。　〔Ｔ１：芸術科2、Ｔ２：京都フォレスト
科2〕

総合的な探究の時間
　　『森の京都　里地里山環境理解Ⅲ』
　　　　文理探究〔理系〕『知的探究活動』〔数学科１〕
　　　　文理探究〔文系〕『森の京都！ニフレル～』
　　　　　　　　　　　　　　　　〔公民科1、農業科1〕
　　　　キャリアデザイン『森の京都！ニフレル～』
　　　　　　　　 　〔公民科1、家庭科1、農業科1 〕

里
地
里
山
環
境
理
解
Ⅲ
（1)

ホ
ー

ム
ル
ー

ム

(

1

)

里
地
里
山
環
境
理
解
Ⅲ
（1)

数
学
Ｂ
(1)

3

文理
探究

論理
国語
(2)

古典
探究
(2)

政治
経済
(2)

体育
(2)

3講座

キャリア
デザイン

論理
国語
(2)

古典
探究
(2)

文学
国語
(2)

歴史
総合
(2)

数学Ⅱ
(4)

英語
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

Ⅱ
(4)

論理・
表現Ⅱ

(2)

里
地
里
山
環
境
理
解
Ⅱ
（1)

体育
(3)

3講座

保
健
(1)

数学Ⅱ
(4)

(理系・系属) 英語
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

Ⅱ
(4)

里
地
里
山
環
境
理
解
Ⅱ
（1)

数学Ⅱ３分割は、系属高校化学力向上対策として理
系・系属選択を新たに設定する。

保健はクラス授業とする。

文理探究コース：化学及び文学国語選択者は３年次
に継続履修とする。

総合的な探究の時間
『森の京都　里地里山環境理解Ⅱ』
    文理探究『グローバルコミュニケーション』
　　     　　　　　　　　　　　　　              〔英語科１〕
　　キャリアデザイン『グローバルコミュニケーション』
　　　　　　　　　　　　　　　　　               〔英語科１〕

数学Ⅱ
(4)

(文系)

生物
基礎
(2)

文学
国語
(2)

数
学
Ｂ
(1)

数
学
Ｃ
(1)

地学
基礎
(2)

ホ
ー

ム
ル
ー

ム

(

1

)

化学
(2)

数
学
Ｂ
(1)

数
学
Ｃ
(1)

ホ
ー

ム
ル
ー

ム
(

1

)

生物
基礎
(2)

物理
基礎
(2)

2

文理
探究

論理
国語
(2)

古典
探究
(2)

地学
基礎
(2)

歴史
総合
(2)

キャリア
デザイン

論理
国語
(2)

古典
探究
(2)

文学
国語
(2)

ホ
ー

ム
ル
ー

ム

(

1

)

保健はクラス授業とする。

情報ＩはTT〔１単位分〕
芸術科目は、工芸Ⅰを学校選択とする。

英語特講は、英語科の学校設定科目とする。

総合的な探究の時間
　　『森の京都  里地里山環境理解Ⅰ』
文理探究『実践言語活動』〔英語科１〕
キャリアデザイン『美山・京北まちごとキャンパス』
　　　　　　　　　　〔公民科1、:芸術科1、家庭科１〕キャリア

デザイン
現代の
国語
(2)

言語
文化
(2)

化学
基礎
(2)

工芸Ⅰ
(2)

数学Ａ
(2)

数学Ａ
(2)

里
地
里
山
環
境
理
解
Ⅰ
（1)

英
語
特
講
（1）

里
地
里
山
環
境
理
解
Ⅰ
（1)

数学Ⅰ
(3)

ホ
ー

ム
ル
ー

ム

(

1

)

体育
(3)

5講座

保
健
(1)

化学
基礎
(2)

工芸Ⅰ
(2)

数学Ⅰ
(4)

情報Ⅰ
(2)

TT
1単位分

1

文理
探究

現代の
国語
(2)

言語
文化
(2)

地理
総合
(2)

地理
総合
(2)

公共
(2)

公共
(2)

年次 備　　考
5 10 15 20 25 30 33

全日制 普  通  科 110
学校

高等

（一覧図）

（別紙）高等学校用

高等学校名 分校 課　程 学　科

令和７年度入学生用教育課程一覧図（普通科） 北桑田


